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姉妹クラブ・Ｒ財団・米山奨学 

 

活 動 方 針 

 新型コロナウイルス騒動で、世界との扉も閉ざされ、身近な環境での自然な関わりも

薄れてしまった２０１９－２０２０年度！ロータリーの奉仕の精神と目的をもう一度確

認・理解し、会長方針にもある「時代に合ったロータリー活動」をする一年にしたいと

思います。 

その第一歩として近年弱くなっている姉妹クラブとの本気の交流を模索し、ロータリ

ー財団・米山奨学会への寄付金の意味を理解し、協力していただけるよう活動をしてま

いります。 

また、２０２１年６月開催予定の台湾国際大会へ参加しやすい企画を計画し、国際大

会を大勢の会員と経験出来るようにしたいと思います。 

 

 

 

活 動 計 画 

１．姉妹クラブとの交流 

◇台北士林ＲＣとの交流（創立４５周年記念式典・締結調印式）    

◇寒河江ＲＣとの更なる交流（移動例会） 

２．ロータリー財団・米山奨学会への寄付 

 ◇年次寄付２００ドル/１人 

 ◇恒久基金１,０００ ドル以上/１クラブ 

 ◇米山奨学会寄付２０,０００円以上/１人 

 ◇ポリオ寄付４０ドル以上/１人 

３．国際大会参加に向けての検討 

 ◇２０２０－２０２１ 台湾・台北大会に向けての調査・検討・企画 

４．ポリオ撲滅運動の推進 

◇寒川町産業まつり「ＥＮＤ ＰＯＬＩＯ ＮＯＷ」キャンペーン実施 


